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光と音のすてきな空間
　本願清水イトヨの里で９月20日、

「いとよ音
 おん   とう　 え

灯会」が開かれました。身
近にある環境の豊かさを感じてもら
おうと、市内の青年団体メンバー約
50人が実行委員会を組織して、初め
てのイベントを企画。
　やさしく光るキャンドルとジャズ
演奏で会場は、幻想的な雰囲気に包ま
れ、来場者は秋の夜長を満喫しました。



越前大野城築城430年祭プレイベント越前大野城築城430年祭プレイベント越前おおの

　
越
前
お
お
の
に
は
、
清
ら
か
な
水
や
山
々
の
緑
、
澄
ん

だ
空
気
な
ど
恵
ま
れ
た
〝
自
然
〞
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
気

候
風
土
の
中
で
、
先
人
た
ち
は
野
菜
や
山
菜
、
水
な
ど
を

利
用
し
て
固
有
の
郷
土
料
理
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

四
季
を
通
し
て
の
食
文
化
や
発
酵
の
食
文
化
は
、
市
民
の

宝
・
財
産
で
あ
り
、
将
来
の
世
代
に
も
大
切
に
引
き
継
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
越
前
お
お
の
の
食
文
化
に
対
す

る
関
心
や
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
初
め
て
「
越
前
お
お

の
食
文
化
の
祭
典
」
を
開
催
し
ま
す
。

築城430年祭のマスコットキャラクター
「うぐピー」「うめピー」の新作衣装を発表

日時／11月15日日 午前９時30分～午後４時
場所／学びの里「めいりん」

①越前おおの食
しょくもり

守フェスタ 2009
　越前おおの食育推進計画の基本理念である「食守」
を広く市民に浸透させることを目的に、活動事例の
紹介や体験コーナーを実施します。

②越前おおの菓
かしょう

匠展
　伝統と豊富な食材を生かして磨かれた“匠”の技を
五感で堪能。越前おおの菓子の魅力と伝統を紹介し
ます。

④越前おおの里芋と大
お む す

結び茶屋
　豊かな自然環境ではぐくまれた、こだわりの農林
産物の魅力を紹介します。

４つのイベントが大結集越前おおの食文化の祭典

市内14保育所が取り組んでいる食育活動の展示／市内９
団体による食育活動や行政の取り組みパネル展示／食生活
相談・健康相談／手作りおやつ試食／食育に関する楽しい
ゲーム／マイはし袋作り／親子料理教室　など

③奥越前醗
はっこう

酵まつり
　酒やしょうゆ、みそなど古くから引き継がれてき
た市民の財産である「発酵の食文化」を広く紹介し
ます。

発酵食品や文化のパネル展示／発酵食品作り体験／発酵食
品販売／漫画「もやしもん」に登場する菌のキャラクター
を使用して、発酵に関する菌を見たり、においをかいだり
する体験・学習　など

越前おおの農林産物の展示／有機農産物の特徴などの紹介
／自然の冬季野菜貯蔵庫である「つぐら」や芋洗い機展示
／料理レシピの展示・配布／３点セットの試食会（阪谷有
機米で作ったおむすび・サトイモのころ煮・豚汁）／有機
米のおいしさ紹介／農林産物の販売　など

婚礼万
ま ん じ ゅ

寿箱・冠婚葬祭の菓子など菓子文化紹介／けんけら・
でっちようかんの発祥／地元食材を使用した菓子の展示／
菓子販売（14 店）／試食会（新作菓子・米粉のロール・
元祖でっちようかん・元祖けんけら）　など

越前おおの

食文化の祭典食文化の祭典食文化の祭典食文化の祭典食文化の祭典食文化の祭典
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11
月
15
日
は
、
越
前
お
お
の
の

お
い
し
い
食
べ
物
や
食
に
つ
い
て

の
情
報
が
、
学
び
の
里
「
め
い
り

ん
」に
集
合
し
ま
す
。
ま
た
同
日
、

県
が
主
催
す
る
「
第
３
回
全
国
高

校
生
食
育
王
選
手
権
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
今
回
の
祭
典
は
、
若
者
や
子
ど

も
た
ち
も
食
育
に
つ
い
て
興
味
を

持
て
る
よ
う
、「
お
や
つ
」
や
「
間

食
」
の
内
容
を
多
く
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。

　
上
表
な
ど
の
ほ
か
に
も
「
マ
イ

は
し
袋
作
り
」
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

（
参
加
賞
付
き
）、
武
家
屋
敷
旧
内

山
家
で
は
食
文
化
に
つ
い
て
の
展

示
、
平
成
大
野
屋
で
は
報
恩
講
料

理
弁
当
の
限
定
販
売
や
、
新
作
団

子
の
発
表
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
家
族
や
友
人
な
ど
で
気
軽
に
参

加
し
て
、「
食
育
」
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
・
申
込
先

産
業
政
策
課
政
策
推
進
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
９
２
）

全国高校生食育王選手権全国高校生食育王選手権全国高校生食育王選手権

あおぼう…細長く青緑色で、もちっとした香ばしい食感の棒状菓子。　ねりきり…練り物の上生菓子。
マジパン…アーモンドをすりつぶし、砂糖などを混ぜ合わせて半固形状にしたもの。

時刻 ステージ 食守フェスタ2009 菓匠展 里芋と大結び茶屋

午前10時30分 式典（築城430年祭マスコットキャラクター新作衣装発表、キャッチフレーズ採用者表彰）

午前11時
力
ちからもち

餅（１歳の子どもが
もちを背負う）

（12人・事前申込必要）

手作りおやつ試食
（150組）

デコレーション体験
（10組・事前申込必要）
対象／親子(小学６年生以下)

サトイモのころ煮・おむ
すび・豚汁試食（100組）

午前11時30分 食育かるた取り
でっちようかん（50個）
あおぼう（120個）試食

正午
万寿配り
食ビンゴ大会

ゴボウのポタージュ
試食（200杯）

ねりきり作り体験
（10人・事前申込必要）
対象／大人

午後０時30分 おむすびの食べ比べ けんけら試食（100個）

午後１時
米量りゲーム

（対象／小学６年生以下）

マジパン作り体験
（10人・事前申込必要）
対象／保育園、幼稚園児

午後１時30分 食ビンゴ大会
手作りおやつ試食

（150組）
米粉のロール試食

（100個）
サトイモのころ煮・おむ
すび・豚汁試食（100組）

午後２時 食育かるた取り

午後２時30分
新作菓子の発表と提供

（100個）
サトイモのころ煮・おむ
すび・豚汁試食（100組）

午後３時 万寿配り

タイムスケジュール ※時間は多少前後することがあります。

第
３
回

　県の主催で、全国各地域の予選を通過した10校と、前年度
優勝校の計11校（３人１組）が「食」に関する知識や調理技
術などを競います。食育王を目指して高校生が繰り広げる熱
い戦いを、ぜひ応援してください。
日　時　11月15日日  午前10時～午後４時
場　所　学びの里「めいりん」
テーマ　あったか家庭鍋作り
競技内容
　①包丁技術（魚のさばき方、皮むき対決）
　②食の知識（食育４択クイズ）
　③調理技術とプレゼンテーション力（あったか鍋作り）
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近
年
食
品
表
示
の
偽
装
や
輸
入

農
産
物
の
農
薬
残
留
な
ど
の
問
題

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
食
に
対
す

る
安
全
・
安
心
の
関
心
が
高
ま
る

中
で
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
販

売
や
家
庭
菜
園
な
ど
で
の
野
菜
作

り
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
農
家
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
、
農
産
物
の
価
格
低
迷
な

ど
に
よ
り
農
業
を
続
け
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
、
何
も
作
付
け
さ
れ

な
い
農
地
（
遊
休
農
地
）
が
増
え

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
消
費
者
の
農
産
物
に
対

す
る
考
え
方
や
野
菜
作
り
へ
の
関

心
、
遊
休
農
地
の
有
効
的
な
活
用

を
検
討
す
る
た
め
、
越
前
お
お
の

農
林
樂が

く

舎
に
委
託
し
、
調
査
し
ま

し
た
。
調
査
は
本
年
７
月
に
、
各

区
長
の
協
力
を
得
て
実
施
。
対
象

地
区
は
農
業
を
し
て
い
な
い
人
が

多
い
市
街
地
90
地
区
の
皆
さ
ん
に

協
力
を
得
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
市
で

は
消
費
者
と
生
産
者
を
結
び
付
け

る
た
め
の
菜
園
の
あ
っ
せ
ん
や
、

野
菜
づ
く
り
講
座
な
ど
の
取
り
組

み
を
検
討
し
ま
す
。
自
分
の
手
で

野
菜
を
作
る
こ
と
を
通
し
て
、
食

の
安
全
・
安
心
の
必
要
性
を
再
認

識
し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
農
業

の
理
解
が
得
ら
れ
る
事
業
を
行
う

予
定
で
す
。

問
　
農
業
農
村
振
興
課
農
政
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
１
４
）

農産物を購入する時、表示されている生産地を
意識しますか？

農薬や化学肥料を通常より減らして栽培した
こだわりの農産物を購入したいと思いますか？

あなたは現在、野菜作りなどをしてみたいと思いますか。
また、興味・関心はありますか？

農産物を購入する際に最も気になる基準は何ですか？

日ごろ農産物を購入される場所はどこですか？

■市内のスーパーや八百屋

■市外のスーパーや八百屋
■農家から直接購入
■朝市
■直売所
■その他

3,804戸

79戸
　　　　　  102戸

124戸
73戸
186戸

■価格

■産地
■鮮度
■安心・安全
■見栄え
■その他

1,005戸

607戸
　　　　　  1,467戸

1,212戸
13戸
25戸

■意識する

■意識しない

3,332戸

536戸

■はい

■いいえ

3,649戸

299戸

■ぜひ、やってみたい

■友達（グループ）と
　一緒ならやってみたい
■教えてくれるなら
　やってみたい
■興味なし

344戸

121戸

　　　　　  
317戸
700戸

86％

14％

8％

92％

23％

8％

22％

47％

23％

14％

34％

28％

0％ 1％

87％

2％
2％
3％ 2％ 4％

アンケート集計結果の
主な内容

配布地区
配布世帯
回答世帯
回収率

90区
6,767戸
4,151戸
61％

調
査
結
果
を
発
表

遊
休
農
地活用

調
査
事
業

　
● 
農
産
物
の
消
費
実
態

　
● 

未
利
用
農
地
の
活
用
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大
野
市
名
水
を
活い

か
し
た
水
先

案
内
実
行
委
員
会
は
、「
越
前
お

お
の
」
を
象
徴
す
る
名
水
を
活
か

し
た
特
産
品
を
「
名
水
特
産
品
」

と
し
て
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
６
日
に
開
か
れ
た
審
査
会

の
結
果
、
応
募
が
あ
っ
た
次
の
商

品
を
新
た
に
推
奨
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
推
奨
さ
れ
て
い
る
商

品
と
合
わ
せ
て
、「
越
前
お
お
の

名
水
特
産
品
」
は
25
商
品
と
な
り

ま
し
た
。
推
奨
商
品
に
は
専
用

シ
ー
ル
が
張
っ
て
あ
り
ま
す
。
今

後
も
、
市
内
外
に
推
奨
制
度
や
推

奨
商
品
を
広
く
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。

商
品
名

　
奏
雨
（
そ
う
）
│
Ｓ
Ｏ
Ｗ
│ 

事
業
者
名

　
真
名
鶴
酒
造
合
資
会
社

種
別
　
　

　
酒

問
　
大
野
市
名
水
を
活
か
し
た
水

先
案
内
実
行
委
員
会
事
務
局

（
総
合
政
策
課
内

☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
３
２
）

　
一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
６
３
７
２
万

４
０
０
０
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算

総
額
は
１
７
１
億
３
５
３
０
万

６
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
▼
移

動
式
排
水
ポ
ン
プ
を
購
入

す
る
「
浸
水
対
策
事
業
」
に

４
２
０
０
万
２
０
０
０
円

▼
高
齢
者
用
福
祉
車
両
や
身
体

障
害
者
用
福
祉
車
両
を
購
入

す
る
「
交
通
弱
者
生
活
支
援
事

業
」
に
１
６
０
０
万
円
▼
市
道

５
路
線
の
舗
装
補
修
工
事
を

行
う
「
舗
装
補
修
工
事
」
に

４
８
４
３
万
７
０
０
０
円
▼
市

道
の
路
肩
や
法
面
部
分
に
シ

バ
ザ
ク
ラ
を
植
栽
す
る
「
華

の
ジ
�
ー
タ
ン
形
成
事
業
」
に

１
４
３
８
万
６
０
０
０
円
┃
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
件
の
決
算
認
定
案
は

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　
国
に
対
し
、
政
権
交
代
後
も
地

方
の
実
情
を
把
握
し
、
地
方
の
意

見
を
取
り
入
れ
る
よ
う
求
め
る
た

め
、
議
員
提
案
の
「
地
方
行
政
の

円
滑
な
る
推
進
に
関
す
る
意
見

書
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

と
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
、
同
意
し
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

人
権
擁
護
委
員

▽
山
本
輝
昭
（
塚
原
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

▽
上
野
法
子
（
下
麻
生
嶋
）

越
前
お
お
の
名
水
特
産
品

１
品
を
推
奨
品
に
追
加

定　例
市議会

一
般
会
計
に

４
億
６
０
０
０
万
円
余
り
追
加

華
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
形
成
事
業 

な
ど

　

第
３
６
５
回
市
議
会
定
例
会
が
、
８
月
31
日
か
ら
９
月
16
日
に
か
け
て
開
か
れ
ま

し
た
。
平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
18
議
案
を
審
議
。
16
議
案
が
原
案

ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
、
決
算
２
議
案
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
概
要

意
見
書
を
可
決

人
事
案
件
に
同
意

教
育
委
員
長
を
選
任

　

定
例
教
育
委
員
会
が
９
月
28

日
に
開
か
れ
、
委
員
長
と
職
務

代
理
者
を
選
任
し
ま
し
た
。
任

期
は
１
年
で
す
。（
敬
称
略
）

教
育
委
員
会
委
員
長

　

▽
洞
口
幸
夫
（
再
任
）

職
務
代
理
者

▽
山
川
秀ま
さ
る（
再
任
）

越前おおの名水特産品

推　　　奨

http://www.city.ono.fukui.jp/
page/sosei/mizusaki/main.html
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越
前
お
お
の
中
心
市
街
地
活
性

化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
９
月
26
日
、

学
び
の
里
「
め
い
り
ん
」
で
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
越
前
お
お
の
中
心
市
街
地
活
性

化
協
議
会
が
、
市
民
や
事
業
者
・

商
店
街
関
係
者
な
ど
の
主
体
的
な

参
加
を
促
し
、
中
心
市
街
地
活
性

化
事
業
の
実
効
性
を
高
め
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
企
画
。
パ
ネ
リ
ス

ト
か
ら
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の

各
地
の
取
り
組
み
事
例
や
、
ま
ち

を
元
気
に
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
の
話
が
あ
り
、
約
１
２
０
人

の
来
場
者
は
、
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　
本
年
３
月
ま
で
県
産
業
労
働
部

長
を
務
め
た
須
藤
治
さ
ん
（
現
・

経
済
産
業
省
中
心
市
街
地
活
性
化

室
長
）
が
、「
地
方
都
市
に
お
け

る
中
心
市
街
地
活
性
化
の
手
法
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
の
意
義

は
、
無
秩
序
な
開
発
に
歯
止
め
を

か
け
て
生
活
再
建
の
拠
点
に
す
る

こ
と
に
あ
る
と
説
明
。
ま
た
長
野

県
飯
田
市
の
地
産
地
消
レ
ス
ト
ラ

ン
や
、富
山
県
高
岡
市
の
空
き
家
・

空
き
店
舗
を
若
者
に
貸
し
出
す
こ

と
な
ど
、
全
国
各
地
に
お
け
る
活

性
化
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
・

中
心
市
街
地
サ
ポ
ー
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
加
藤
慎
一
郎
さ
ん
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
４
人
の

パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
中
心
市
街
地
活

性
化
に
取
り
組
む
重
要
性
や
多
彩

な
交
流
で
に
ぎ
わ
う
ま
ち
づ
く

り
、
暮
ら
し
や
す
く
活
気
に
満
ち

た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

須
藤
治
さ
ん

　
国
は
頑
張
る
地
域
を
重
点
的
に

支
援
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
支
援
策
を
う
ま
く
活
用
し
て

も
ら
い
た
い
。

　
ピ
ー
ア
ー
ル
下
手
を
嘆
く
よ
り

も
、
ど
ん
ど
ん
地
域
を
ピ
ー
ア
ー

ル
し
よ
う
。

　
良
い
計
画
が
あ
っ
て
も
動
く
人

が
い
な
い
と
言
わ
な
い
よ
う
に

し
、
自
ら
動
い
て
い
く
。

　
交
流
人
口
を
増
や
し
て
、
ま
ち

な
か
に
呼
び
込
ん
で
い
く
動
き
を

作
り
出
す
こ
と
が
重
要
。
好
循
環

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
。

古
田
法
子
さ
ん

（
美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー
ト
館
長
）

　
美
濃
あ
か
り
ア
ー
ト
展
は
今
年

で
16
年
目
と
な
り
、
10
万
人
を
超

え
る
来
場
者
が
あ
る
。
始
ま
り
は

市
民
の
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気

持
ち
か
ら
。
ま
ち
づ
く
り
も
、
行

政
主
導
か
ら
住
民
主
導
に
移
行
し

て
き
て
い
る
。

　
来
訪
者
の
「
ま
た
来
よ
う
」
に

つ
な
が
る
の
は
人
。
ま
た
あ
の
人

に
会
い
に
行
こ
う
と
い
う
気
持

ち
。
市
民
は
ま
ず
あ
い
さ
つ
、
声

掛
け
か
ら
で
も
始
め
よ
う
。

養
老
昌
男
さ
ん

　（
市
区
長
連
合
会
長
）

　
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
は

「
大
野
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
」
を
読
み
、
中
心
市
街
地

活
性
化
に
関
心
を
持
と
う
。

　
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
や
、
空
き
地
空
き
家
の
活

用
に
住
民
パ
ワ
ー
を
生
か
そ
う
。

雪
の
期
間
に
快
適
な
生
活
が
で

き
れ
ば
、
大
野
は
ぐ
っ
と
住
み
や

す
く
な
る
。

岡
田
高
大
市
長

　
市
で
は
地
域
資
源
を
磨
い
て
付

加
価
値
を
付
け
る
「
越
前
お
お
の

総
ブ
ラ
ン
ド
化
」を
進
め
て
い
る
。

付
加
価
値
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
後
世
に
つ
な
げ
た
い
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
上
で
、
行
政
の

力
は
20
％
。
残
り
は
市
民
や
地
域

の
力
が
必
要
。
市
民
か
ら
「
こ
ん

な
こ
と
が
し
た
い
、
や
り
た
い
」

と
い
う
提
案
を
受
け
た
い
。

問
　
産
業
政
策
課
政
策
推
進
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
９
２
）

 

中
心
市
街
地
活
性
化
リ
ポ
ー
ト
⑪

中
心
市
街
地
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　         

～
多
彩
な
交
流
と
ま
ち
な
か
生
活
の
充
実
に
向
け
て
～
　

基

調

講

演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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平
成
20
年
度
決
算
に
係
る
健
全

化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を

公
表
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
財
政
指
標
は
、「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」の
規
定
に
基
づ
き
、

住
民
に
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
は
基
準
内

　
財
政
状
況
を
判
断
す
る
た
め
の

指
標
で
あ
る「
健
全
化
判
断
比
率
」

は
、
下
表
の
と
お
り
「
早
期
健
全

化
基
準
」
の
範
囲
内
に
収
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
４
つ
の
指
標
で
１
つ
で

も
「
早
期
健
全
化
基
準
」
を
上
回

る
と
、
市
の
財
政
状
況
は
黄
信
号

と
判
断
さ
れ
、
早
期
健
全
化
を
要

す
る
「
財
政
健
全
化
団
体
」
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
「
財
政
再
生
基

準
」を
上
回
る
と
赤
信
号
と
な
り
、

財
政
運
営
に
当
た
り
国
の
関
与
を

受
け
る
「
財
政
再
生
団
体
」
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
財
政
状
況
が
悪
化

し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る

と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
生

じ
ま
す
。

資
金
不
足

　
　
　
　
比
率
は
な
し

　
公
営
企
業
の
経
営
状
況

を
判
断
す
る
た
め
の
指

標
で
あ
る
「
資
金
不
足
比

率
」
は
資
金
不
足
額
が
な

く
、
該
当
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
対
象
は
▼
簡
易
水
道
事

業
▼
農
業
集
落
排
水
事
業

▼
下
水
道
事
業
▼
水
道
事

業
で
す
。「
経
営
健
全
化

基
準
」
は
い
ず
れ
の
事
業

に
つ
い
て
も
20
�
で
す
。

問
　
財
政
課
財
政
係

（
☎
66
・
１
１
１
１

　
内
線
２
３
３
）

◆雪対策はお早めに！屋根雪下ろし支援制度◆雪対策はお早めに！屋根雪下ろし支援制度

 

財
政
指
標
を
公
表
し
ま
す

　除雪は地域で協力し合って行うことが重要です。
特に自宅の屋根雪を下ろす場合、できるだけ町内一斉に行いましょう。

屋根雪下ろしに関する各種支援制度を活用してください。

― 

本
市
の
財
政
状
況
は
健
全 

―

指標の名称 解   説 大野市 早期健全
化基準

財政再生
基準

実質赤字比率 普通会計の実質赤字の標準財政
規模に対する比率 赤字額なし 13.35％ 20.0％

連結実質赤字比率 全会計における実質赤字の標準
財政規模に対する比率 赤字額なし 18.35％ 40.0％

実質公債費比率 公債費などの標準財政規模に対
する比率（過去３年間の平均値） 9.8％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率 将来、市で負担すべき市債残高な
どの標準財政規模に対する比率 43.8％ 350.0％ なし

※標準財政規模…人口、面積などから算定する標準的な一般財源の規模

大野市の平成20年度決算に係る健全化判断比率

地域ぐるみ雪下ろし支援
　除雪対象名簿に記載された人の住宅の屋根雪下ろしを地
域ぐるみで実施した場合、除雪経費を助成するものです。
現在、公民館ごとに区長や民生委員などで構成する「地域
ぐるみ雪下ろし協力推進協議会」では、屋根雪下ろしが必
要な除雪対象予定者の名簿を作成しています。該当する人
は、区長か社会福祉課まで相談してください。
対象　所得税非課税世帯で▶65歳以上の１人暮らし世帯
▶いずれも65歳以上の２人暮らし世帯▶１人暮らしの
体の不自由な人（市内に子どもが居住している場合を
除く）※ただし自力で屋根雪下ろしを行うことが困難
な人に限る。

問　社会福祉課高齢福祉係（☎66・1111内線475）

作業者の登録・紹介
　自力で住宅の屋根雪下ろしを行うことが困難な世帯を
対象に、作業者の登録と紹介を行っています。紹介は無
料ですが、作業は有料です。
※作業を依頼する場合、事前に作業内容や料金を決定し

た上で、作業してもらってください。
◆作業者として登録したい人は、生活防災課に電話で

「登録票」の送付を依頼し、送付された登録票に必要
事項を記入し返送してください。

◆作業者を紹介してほしい人は、生活防災課に電話で
「登録者名簿」の送付を依頼し、その名簿を基に自分
で連絡し作業を依頼してください。

　問　生活防災課防災防犯係（☎66・1111内線461）

20年度

72009.11　広報おおの



　
平
成
20
年
度
の
「
大
野
市
人
事

行
政
の
運
営
等
の
状
況｣

(
平
成

21
年
４
月
１
日
現
在
を
含
む)
の

一
部
を
公
表
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

昨
年
度
中
に
採
用
ま
た
は
退
職
し

た
職
員
数
を
は
じ
め
、
職
員
の
給

与
や
手
当
の
状
況
を
お
知
ら
せ
す

る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
大
野
市
人
事
行
政
の
運

営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
第
６
条
に
規
定
す
る
す
べ

て
の
項
目
は
、
市
役
所
掲
示
板
と

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
ま
す
。

問
　
総
務
課
職
員
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
２
）

人
事
行
政
の
運
営
状
況
公
表

20
年度

職員の任免と職員数に関する状況
職員の採用と退職の状況
　昨年度採用した職員数は一般職５人、消防職２人、現業職は０人でした。
一方、退職者は一般職７人、現業職２人、消防職が４人となっています。

職　種
平成18年度 平成19年度 平成20年度

採用者数 退職者数 採用者数 退職者数 採用者数 退職者数

一般職 ５人 ６人 ５人 ３人 ５人 ７人

現業職 ０人 ４人 ０人 ５人 ０人 ２人

消防職 ０人 １人 ０人 ０人 ２人 ４人

計 ５人 11人 ５人 ８人 ７人 13人

職員の分限と懲戒処分の状況
分限処分の状況
　分限処分とは、公務の能率を維持することと、その適正な運営を確保する
観点から、職員がその職責を果たすことができない場合に行う処分のこと
で、昨年度は５人を処分しました。処分理由と人数は次の通りです。
処分理由と人数
◆心身の故障…５人

懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、職務上の義務違反など公務員としてふさわしくない非行が
ある場合に行う処分のことです。昨年度の懲戒処分は５人でした。
◆職務上の義務違反または怠慢…２人
◆全体の奉仕者としてふさわしくない非行…３人

職員の研修と勤務成績の評定の状況
勤務成績の評定の状況
　地方公務員法第40条第１項の規定に基づき、職員の勤務の業績や職務に
関する能力、態度等を公平かつ統一的に把握し、人事管理並びに職員の能力
開発、育成と活用を図るため、平成18年度から勤務評定制度を実施してい
ます。
○評定区分…Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの５段階評価
○評定結果の反映…勤勉手当の成績率および昇給に反映

職
員
の
任
免
や
給
与
な
ど
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職員の給与の状況
人件費の状況（20年度・普通会計決算）

　昨年度、普通会計決算で人件費の占める割合（Ｂ／Ａ）は
22.2％でした（19年度は22.9％）。なお、人件費には特別職
に支給される給料、報酬等が含まれています。

住民基本台帳人口
（平成21年３月末現在）

歳出決算額（Ａ） 人件費（Ｂ）

３万7480人 155億8542万6000円 34億6481万8000円

職員給与費の状況（21年度・普通会計当初予算）
　平成21年度普通会計当初予算に計上されている職員数は381
人（特別職・教育長含まず）。その職員に対する職員給与費は
下表の通りです。
　１人当たりの給与費は、599万7000円となります。

給料 職員手当 期末・勤勉手当
14億4264万6000円 ２億4453万9000円 ５億9770万8000円

給与費合計　22億8489万3000円

特別職の給料、報酬等の状況
（平成21年４月１日現在）

区　分 給料・報酬(月額) 期末手当
市　長 84万3000円

６月期　1.60月分

12月期　1.70月分

　計　　3.30月分

副市長 71万0000円
議　長 44万8000円
副議長 37万7000円
議　員 35万7000円

職員手当の状況
◆扶養手当（平成21年４月１日現在。額はすべて国と同額）
　▽配偶者　月額１万3000円
　▽配偶者以外　１人につき月額6,500円
　（ア）職員に配偶者がない場合は、そのうち１人につき月額

１万1000円
　（イ）扶養親族のうち満16歳に達する年度初めから22歳に

達する年度末までの間の子１人につき月額5,000円加算
◆期末・勤勉手当（平成20年度、６月期と12月期に支給）

区　分 期末手当 勤勉手当 計
６月期 1.4月 0.75月 2.15月
12月期 1.6月 0.75月 2.35月
合　計 3.0月 1.50月 4.50月

※職制上の段階や職務の級などによる加算措置があります。
※勤勉手当の月数は、支給総額の上限であり、実際の支給率は
　勤務成績の評定結果により異なります。
◆退職手当（平成21年４月１日現在。割合はすべて国と同率）　
　勤続20年（自己都合23.5月、勧奨・定年30.55月）
　勤続25年（自己都合33.5月、勧奨・定年41.34月）
　勤続35年（自己都合47.5月、勧奨・定年59.28月）
※最高限度額は自己都合、勧奨・定年ともに59.28月。定年前
　早期退職特例措置（２％～20％加算）あり。

平均給与額と平均年齢の状況
（平成21年４月１日現在）

【一般行政職244人】
　平均給料月額　31万5855円
　平均給与月額　37万3918円
　平均年齢　　　　　 41.1歳
※一般行政職とは、税務職、医師、保健師、

保育士、幼稚園教諭、企業職、現業職、消
防を除いた職のことです。

※給料とは、給料表に基づき毎月支給される
基本給を指し、その給料に扶養手当や通勤
手当などの諸手当を含んだものを給与とい
います。

【現業職51人】
　平均給料月額　29万290円
　平均給与月額　30万8036円
　平均年齢　　　　　 47.0歳
【消防職52人】
　平均給料月額　31万5846円
　平均給与月額　37万7175円
　平均年齢　　　　 40.1歳

一般行政職の級別職員数の状況
（平成21年４月１日現在）

１級（主事・技師）　18人（構成比7.4％）
２級（主事・技師）　15人（6.2％）
３級（主査）　　　　95人（38.9％）
４級（主査・係長）　44人（18.0％）
５級（課長補佐）　　35人（14.3％）
６級（課長）　　　　28人（11.5％）
７級（部長）　　　　 ９人（3.7％）

一般行政職、学歴別の初任給と
経験年齢別平均給料月額の状況

（平成21年４月１日現在）

◆学歴別の初任給
【大学卒】16万1600円（国17万2200円）
【高校卒】14万100円（国14万100円)
◆経験年数別平均給料月額
【大学卒】５～６年勤務　 19万9500円
　　　　　10～14年勤務　25万5400円
　　　　　25～29年勤務　39万8700円
【高校卒】25～29年勤務　34万6600円
※経験年数とは卒業後直ちに採用され、引き

続き勤務している年数です。
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乾
側
地
区
で
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
植

栽
に
取
り
組
ん
で
い
る
同
地
区
の

花
の
ジ
�
ー
タ
ン
実
行
委
員
会

が
、
第
19
回
全
国
花
の
ま
ち
づ
く

り
コ
ン
ク
ー
ル
（
全
国
花
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
主
催
）
で
、

花
の
ま
ち
づ
く
り
優
秀
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

　
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国

で
１
２
９
４
の
団
体
や
市
町
村
、

個
人
、
企
業
が
応
募
。
同
委
員
会

は
大
賞
４
点
に
次
ぐ
優
秀
賞
10
点

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
地
区
で
は
、
あ
ぜ
道
や
用
水

路
沿
い
な
ど
総
延
長
10
�
以
上
に

わ
た
っ
て
シ
バ
ザ
ク
ラ
が
植
え
ら

れ
て
い
て
、
４
月
か
ら
５
月
上
旬

に
、
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
の
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
す
。今
回
の
受
賞
は
、

大
規
模
な
美
し
い
景
観
を
形
成
し

て
い
る
点
や
、
環
境
に
優
し
く
地

域
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い
る

点
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
の
奥
村
健
治
会
長

は
、「
全
国
有
数
の
種
も
み
産
地

で
あ
る
こ
と
に
充
分
配
慮
し
て
、

害
虫
抑
制
力
が
強
い
シ
バ
ザ
ク
ラ

を
選
定
し
、
経
費
や
手
間
を
惜
し

ま
ず
、
地
道
に
取
り
組
ん
で
植
栽

面
積
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
美
し
い
景
観
の

み
な
ら
ず
、
環
境
調
和
型
農
業
の

実
践
や
村
づ
く
り
活
動
と
し
て
の

効
果
、
観
光
の
振
興
、
市
・
地
域

の
イ
メ
ー
ジ
ア
�
プ
に
も
貢
献
し

て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
乾
側
地
区
が

シ
バ
ザ
ク
ラ
一
色
に
な
る
よ
う
頑

張
り
た
い
で
す
。」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

問
　
乾
側
公
民
館

（
☎
66
・
３
７
５
６
）

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
し
て
活
動
し
て
い
る
み
ん
ス
ポ

ク
ラ
ブ
が
、
平
成
21
年
度
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
優
良
団
体
と
し
て
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
地
域
や
職
域
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
、
会
員
数
が
10

人
以
上
、
活
動
が
定
期
的
、
計
画

的
、
組
織
的
に
行
わ
れ
、
設
立
後

５
年
以
上
経
過
し
て
い
る
団
体
が

対
象
で
す
。
同
表
彰
を
受
賞
し
た

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
全
国
で
66

団
体
で
す
。み
ん
ス
ポ
ク
ラ
ブ
は
、

活
動
内
容
が
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
で
、
今

回
受
賞
し
ま
し
た
。

　
評
価
さ
れ
た
特
徴
は
、
子
ど
も

の
相
撲
や
陸
上
、
高
齢
者
の
卓

球
や
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

な
ど
本
市
の
地
域
性
に

合
っ
た
メ
ニ
�
ー
で
構

成
さ
れ
て
い
た
り
、
市

民
の
希
望
に
よ
り
活
動

メ
ニ
�
ー
を
増
や
し
た

り
と
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ

に
柔
軟
に
対
応
し
て
い

る
点
で
す
。

　
ま
た
、
市
内
高
等
学
校
の
部
活

動
と
の
連
携
に
よ
り
、
高
校
生
と

の
合
同
練
習
を
小
中
学
生
の
メ

ニ
�
ー
と
し
て
取
り
入
れ
、
レ
ベ

ル
の
高
い
子
ど
も
た
ち
の
育
成
と

一
貫
し
た
持
続
的
な
指
導
体
制
の

確
立
に
貢
献
し
た
点
な
ど
も
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
会
員
以
外
の
参
加
者
も

交
え
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
�
ン
イ
ベ

ン
ト
を
定
期
的
に
開
催
し
、
市
民

交
流
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
の
設
立
は
平
成
16
年

４
月
。
３
月
現
在
の
会
員
数

は
２
９
８
人
で
９
月
現
在
の
メ

ニ
�
ー
数
は
、
22
種
目
で
す
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
課
社
会
体
育
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
３
１
）

乾側地区

「花のジュータン」優秀賞
　～総延長10㌔の鮮やかなシバザクラ～

表彰式には朝日正幸理事長な
どが参加（10月９日　東京都）

全国花のまちづくりコンクール

み
ん
ス
ポ
ク
ラ
ブ

  

文
科
大
臣
表
彰
を
受
賞  

実行委員会会長
奥村健治さん
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奥
越
青
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
で

は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る

た
め
、小
中
学
生
を
対
象
に
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
本
年
は
大
野
・
勝
山
両
市
の
小

中
学
校
か
ら
計
３
５
８
点
の
応
募

が
あ
り
、
10
月
１
日
に
審
査
会
を

実
施
。
金
賞
９
作
品
、
銀
賞
18
作

品
、
銅
賞
37
作
品
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
市
内
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◀
森
本
真
冬
さ
ん
の
作
品

︻
金
賞
︼

廣
瀬
麻
結
（
有
終
東
小
２
年
）
森

本
真
冬
（
有
終
西
小
４
年
）
川
端

大
海
（
下
庄
小
５
年
）
武
田
桃
佳

（
有
終
西
小
６
年
）
林
美
里
（
上

庄
中
３
年
）

︻
銀
賞
︼

山
口
明
莉
（
有
終
東
小
２
年
）　

◀
林
美
里
さ
ん
の
作
品

冨
田
一
葉
（
小
山
小
５
年
）
北
川

夏
菜
（
有
終
西
小
６
年
）
池
田
麻

未
（
有
終
西
小
６
年
）
澤
田
莉
沙

（
陽
明
中
２
年
）
加
藤
万
智
（
上

庄
中
３
年
）（
敬
称
略
）

　
金
賞
・
銀
賞
の
入
賞
作
品
は
、

次
の
と
お
り
展
示
し
ま
す
。

◆
シ
�
�
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
ヴ
ィ
オ

期
間
　
11
月
６
日
㊎
�
９
日
⺼

問
　
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
（
☎
66
・
６
６
９
０
）

　
市
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
に
は
市
内
小
中
学
校
か
ら
計

８
０
９
点
の
応
募
が
あ
り
、
最
優

秀
賞
７
点
、
優
秀
賞
14
点
、
秀
作

80
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

︻
最
優
秀
賞
︼

清
水
翔
太
（
有
終
東
小
１
年
）
村

中
駿
介
（
上
庄
小
２
年
）
坂
口
友

鶴
（
有
終
南
小
３
年
）
布
川
登
夢

（
有
終
西
小
４
年
）
吉
村
京
士
（
有

終
南
小
５
年
）
武
田
桃
佳
（
有
終

西
小
６
年
）
小
松
叶
実
（
陽
明
中

２
年
）

︻
優
秀
賞
︼

宮
本
結
友
（
有
終
南
小
１
年
）
北

里
悠
真
（
有
終
南
小
１
年
）

◀
村
中
駿
介
さ
ん
の
作
品

◀
坂
口
友
鶴
さ
ん
の
作
品

齋
藤
優
悟
（
有
終
西
小
２
年
）
松

田
耀
一
（
有
終
南
小
２
年
）
山
田

彩
良
（
有
終
南
小
３
年
）
山
口
智

也
（
有
終
南
小
３
年
）
吹
明
舜
（
阪

谷
小
４
年
）
松
田
奈
津
子
（
有
終

西
小
４
年
）
森
下
舞
（
下
庄
小
５

年
）
清
水
直
人
（
有
終
東
小
５
年
）

小
林
龍
哉
（
有
終
西
小
６
年
）
西

村
侑
紀
子
（
有
終
西
小
６
年
）

◀
布
川
登
夢
さ
ん
の
作
品

◀
吉
村
京
士
さ
ん
の
作
品

◀
武
田
桃
佳
さ
ん
の
作
品

◀
小
松
叶
実
さ
ん
の
作
品

前
川
聡
美
（
上
庄
中
３
年
）
加
藤

諒
（
開
成
中
１
年
）（
敬
称
略
）

問
　
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
66
・
０
１
１
９
）

▲廣瀬麻結さんの作品

青
少
年
健
全
育
成
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

図画・ポスターコンクール入賞者発表

防
火
ポ
ス
タ
ー

▲清水翔太さんの作品

▲川端大海さんの作品▲武田桃佳さんの作品
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